
　第２回目以降は、本格的に「丹哥府志」の読解
を始めました。「丹哥府志」は江戸時代の終わり
ごろに作られた地誌（地域の特徴を記したもの）
で、竹野神社と麻呂子親王にまつわる記述の読解
を行いました。

「笹の葉　さ～らさら～」。公民館では７月２日
から８日までの間、七夕かざりを設置しました。
例年は来館された方々が、思い思いに用意した短
冊に願い事を書いていましたが、今年は間人保育
所の子どもたちの短冊で埋められました。このた
め例年にも増して大きな飾り付けで、全長が5メー
トルを超えるものとなりました。なかには「ウル
トラマンになれますように」と書かれた短冊も見
られました。
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　7月3日（火）から古文書講座を、計4回実施
しました。講師は京丹後市教育委員会文化財保護
課の小山元孝氏をお迎えし、第1回目は「いろは
唄」について学習しました。
　講義の中で、小山氏は「いろは唄」は「弘法大
師（空海）が考案したもの」で、その内容には
「色は匂へど散りぬるを（諸行無常）　我が世誰
ぞ常ならむ（是正滅法）　有為の奥山今日越えて
（生滅滅巳）　浅き夢見じ酔いもせず（寂滅夷
楽）」の意味が隠されていると解説しました。以
下は教材の「いろは唄」です。



　京丹後市教育委員会では、市内の５年生を対象
に、夏休み子ども体験教室「ジュニアリーダー
キャンプ」を、スイス村キャンプ場で実施しまし
た。７月２３日から２５日の２泊３日の日程に、
市内全域から合計２４名（丹後町からは３名）が
参加しました。初日は竹細工による食器つくり、

テント設営などに取り組みました。翌日は、歴史
街道ウォークと鮎の巻網漁体験をしました。野間
小学校から川久保を経由し、遠下まで（約8㌔）
を歩いた後、上宇川漁業協同組合の方々の協力に
より、宇川での鮎漁を体験しました。３日目は
ニュースポーツの「ペタンク」を体験しました。


